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数学的な見方・考え方を働かせて学ぶ子の育成 

～算数的活動の充実を通して～ 
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特設授業「平均」の導入場面。 

オレンジから取れるジュースの量という、身近な教材

から、平均を求める必要感をもたせていきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生の子どもたちは真剣にジュースの量を考えてい

きます。 

子どもたちの発表をつなげたり、確認したりしながら進

めていきました。 

オレンジ 1 個から取れるジュースの量がわかればか

け算で求められるということを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

師範授業後のご講演。 

子どもたちが楽しむ算数授業のコツや、数学的な見

方、考え方をさせるために、必要なことなどを時に具

体的な問題や学習過程を交えながら、講演していた

だきました。 

算数を学習する意味や発言の源を問う大切さなど、

分かり易く、示唆に富んだ内容の講演となりました。 

 


